
取扱説明書MML450N（F）、MML600N、MM450N（F）、MM300N
ミラーキャビネット

警　告

安全上のご注意（必ずお守りください。）

保 証 書 付

このたびは当社商品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。

■ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や家財の損害に結びつくものです。安全に関する
重要な内容ですので、必ず守ってください。
■お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保管してください。
■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

■転居される場合は、新しく入居される方が製品を安全にお使いいただくために、この取扱説明書を
新しく入居される方、または取り次ぎされる方にお渡しください。
■組み込まれる機器・器具などについては、それぞれの取扱説明書および本体に表示されている事項
をお守りください。（LED照明は除く）

この表示の欄は「死亡または重傷を負う
可能性が想定される」内容です。

してはいけない「禁止」の内容です。 必ず実行していただく「強制」の内容です。

傷んだ電源プラグ、ゆるんだコンセントは
使用しない
火災や感電の原因になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
確実に差し込まれていないと、漏電、感電、火災
のおそれがあります。

ドライヤーやヘアアイロンなどは十分に
冷めてから収納する
近くの可燃物が発火し、火災の原因になったり、
キャビネットが変形するおそれがあります。

禁　止

必ず実行

照明器具やスイッチ・コンセントに水を
や洗剤、化粧水などの液体をかけたり、
濡れた手で電源プラグを抜き差ししない
漏電や感電、火災の原因になります。

分解や修理、改造を絶対に行わない
火災や感電、けがのおそれがあります。

火のついたタバコなどを置かない
火災や感電、けがのおそれがあります。

電源プラグの抜き差しは必ず電源プラグ
本体を持って行う
電源コードを引っ張ると感電やショート、発火に
よる火災の原因になります。

雷が発生しているときは、電源プラグや
コンセントにさわらない
感電のおそれがあります。

禁　止

ドライヤーなどの電気機器の電源プラグを
差し込んだまま放置しない、収納しない
万が一、スイッチが入った場合、発熱、発火して
火災の原因になります。

禁　止

コンセントの表示容量（1200W）を超える
電気器具は使わない
合計 1200W を超えると発熱による火災の原因に
なります。

禁　止

分解禁止

濡れ手
禁　止

必ず実行

必ず実行

お手入れ時には必ず通電を遮断する
感電のおそれがあります。必ず実行
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必ず実行

必ず実行

ミラーキャビネット周辺で異臭や異音が
する場合はスイッチおよび分電盤の
ブレーカーを切り、直ちに使用を中止する
異常な状態のまま使用を続けると火災や漏電の
おそれがあります。速やかに修理を依頼してください。

必ず実行

鏡扉ががたついたり、傾いているときは
丁番のねじを締めなおす
鏡扉が落下し、けがをするおそれがあります。改善
されない場合はただちに使用を中止し、速やかに
修理を依頼してください。

洗面室の電気機器とつながった分電盤の
ブレーカーが作動した場合は直ちに使用
を中止する
洗面室の電気機器に異常がある場合、ブレーカー
を復帰して使用を続けると火災や漏電のおそれが
あります。速やかに修理を依頼してください。

火気禁止



注　意

ミラーキャビネット本体や LED 照明部の
上に物を載せない、物をかけない
物が落下したり、LED 照明部や本体が破損し、変形
して、はずれたり、けがをするおそれがあります。

鏡扉に無理な力をかけたり、固いもの
をぶつけない
鏡が破損し、けがをするおそれがあります。

鏡扉にぶら下がったり、物を掛けない
鏡扉が破損し、けがをするおそれがあります。

禁　止

禁　止

高齢の方や介助が必要な方、小さいお子
様が使うときは付き添う
思わぬ操作をし、転倒などしてけがをするおそれ
があります。

禁　止

鏡扉が破損した場合は使用しない
破損部でけがをするおそれがあります。

ミラーキャビネット本体や LED 照明部に
ぶら下がったり、力をかけない
物が落下したり、LED 照明部や本体が破損し、変形
して、はずれたり、けがをするおそれがあります。

禁　止

本体、鏡扉、可動部等に破損がある場合、
直ちに使用を中止する
使用を続けるとけがや家財の損害のおそれがあり
ます。速やかに修理を依頼してください。

長時間使用しないときは通電を遮断する
万が一の事故を防止するため、通電しないでくだ
さい。

禁　止

禁　止

直射日光や殺菌灯などを当てない
変形や変色の原因になります。直射日光が当たる
場合はカーテンなどで遮ってください。

鏡扉を閉めるときは丁番付近に指を入れ
ない
指をはさみ、けがをするおそれがあります。

鏡扉の丁番に潤滑油を注油しない
潤滑油が樹脂につくと本体が割れて鏡が落下し、
けがをするおそれがあります。

禁　止

禁　止

隣り合う鏡扉を同時に開けない
鏡扉同士が接触して破損したり、鏡扉がはずれて
けがをするおそれがあります。

鏡扉を大きく開けすぎない
鏡扉がはずれて、けがをするおそれがあります。

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

必ず実行

キャビネットに水がかかったら、すぐに
ふき取る
木質で出来ていますので、表面材のはがれやキャビ
ネットの変形の原因になります。

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

鏡扉を開けたままで使用しない
鏡扉の縁に頭が当たり、けがをするおそれがあり
ます。

禁　止禁　止

薬品で拭いたり、かけたりしない
酸性、アルカリ性、塩素系、アルコール成分を含
む等の住居用洗剤および漂白剤、シンナー、ベン
ジン、アセトン、ラッカー、アルコールなどの溶
剤や油類、クレンザーや磨き粉、殺虫剤、芳香剤、
消臭剤を使用しないでください。鏡の腐食や、樹脂
部分の変形、変色、破損（ケミカルクラック）の
原因になります。
またそれらをキャビネット内に保管する場合も
水や湿気に反応して発生するガスが金属などの
腐食、劣化の原因になります。それらの使用上
の注意をよく読んで、十分にご注意ください。

洗剤、化粧品（特にクレンジングフォー
ム、除光液、整髪剤、毛染め液）、うがい
薬などが付着したらすぐに拭き取る
付着したまま放置すると、
鏡や木部の変形、変色、樹脂
部の破損（ケミカルクラック）
の原因になります。
これらを棚に置く場合でも、
容器の底をよく拭いてから
置いてください。

研磨剤入り洗剤やたわしなどを使用しない
鏡や木部の傷の原因になります。

（割れ）
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ク
レ
ン

ジ
ン
グ

整
髪
剤 除

光
液

塩
素
系
・
酵
素
系

　
漂
白
剤酸

性
洗
剤

シ
ン
ナ
ー

ア
ル
カ
リ
性

　
　
　
　
洗
剤

ベ
ン
ジ
ン

研
磨
剤

（
ク
レ
ン
ザ
ー
）

メラミン
スポンジ

金属たわし
ナイロンたわし

この表示の欄は「傷害を負う危険が想定される場合
または物的損害のみの発生が想定される」内容です。
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LED 照明を長時間直視しない
目を傷めるおそれがあります。

棚板、底板には1㎏以上の荷物を置かない
破損、収納物の脱落の原因になります。収納物は
棚板の中心に荷重を分散して入れてください。

鏡に水滴や化粧品、歯磨き粉、うがい薬、洗剤が付着したらすぐに拭き取る
鏡は防食処理を施していますが、水中の塩素や歯磨き粉の塩分などで鏡がさびたり、変色するおそれがあります。

禁　止

火気禁止

ストーブなどを近づけたり、ドライヤー
の熱風を直接当てない
変形や変色の原因になります。

ヘアピン、かみそりの刃などの金属製品
を放置しない、鋭利なものを使用しない
さびが付着し、取れなくなるおそれがあります。
また傷の原因になります。

禁　止
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ご使用前の確認
●ミラーキャビネット本体や鏡にがたつきがないことを確認してください。
●破損などの異常がないことを確認してください。

●MML600N
幅600×奥行150×高さ800

●MM450N
幅450×奥行137×高さ765

●MML450N
幅450×奥行150×高さ800

●MM450NF
幅450×奥行137×高さ765

●MML450NF
幅450×奥行150×高さ800

●MM300N
幅300×奥行137×高さ765

ご使用方法とご注意
■照明　プッシュ式スイッチ　
　スイッチを押すと点灯し、再度押すと消灯します。
※ミラーキャビネット上部と下部の照明は連動しています。個別に
点灯させたり、消灯させることはできません。

照明
左右合計
1200Wまで

※汚れガードは鏡の仕様です。詳しくはP５「汚れガードについて」および「お手入れ方法」を参照してください。
※上記寸法図の　　印の位置の丁番はダンパー付き仕様です。

必ず実行

点検口の取りはずしは必ず電気工事士等の『有資格者』が行う
火災や感電、けがのおそれがあります。

警　告 この表示の欄は「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

棚板ミラー

スイッチ
コンセント2口LED照明部

LED照明部

棚板

ミラー

点検口

LED照明部 スイッチ、コンセント2口

棚板

袖
ミラー

棚板

ミラー

点検口

各部のなまえと仕様

MML600N

MML450N
MML450NF
MM450N
MM450NF
MM300N

品番 本体／木枠 汚れガード 照明 コンセント 棚板 板ダボ 丁番

木造構造
（パーティクル
ボード、MDF）

○

　 上下 ： LED　15W
（交換品番 ： AESLED-60S） 2個口

合計1200W
まで

6枚

3枚

24個 ダンパー付 ： 3個
　　    普通 ： 2個

ダンパー付 ： 2個
　　    普通 ： 1個

　　    普通 ： 3個
12個

     　上下 ： LED　10.5W
（交換品番 ： AESLED-45S）

なし なし

ミラー   ：○
袖ミラー：×

×

ミラー

LED照明部
スイッチ
コンセント2口

棚板

点検口

LED照明部

棚板ミラー棚板ミラー

木枠
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必ず実行

棚ダボをダボ穴に確実に差し込み、棚板
が棚ダボにしっかりとはまっていること
を確認する
棚板が落下し、けがをするおそれがあります。

禁　止

棚板、底板には1㎏以上の荷物を置かない
破損、収納物の脱落の原因になります。収納物は
棚板の中心に荷重を分散して入れてください。

扉の調整方法

左

右 後

前 下

上

前後調整ねじ

ベース左右調整ねじ

アーム

上下調整ねじ

注　意

■棚板　可動式
棚ダボを適宜、ダボ穴に差し込み、棚板の位置を設定します。

【前後の調整】前後調整ねじをゆるめ、アームを前後に動かします。
【上下の調整】上下調整ねじを時計回りに回すと扉が上がり、反時計周りに回すと扉が下がります。
【左右・傾きの調整】左右調整ねじを時計回りに回すと扉が右側に動き、反時計回りに回すと扉
　　　　　　　　　  が左側に動きます。

【前後の調整】前後調整ねじをゆるめ、アームを前後に動かします。
【上下の調整】上下調整ねじをゆるめ、アームを上下に動かします。
【左右・傾きの調整】左右調整ねじを時計回りに回すと扉が右側に動き、反時計回りに回すと扉
　　　　　　　　　  が左側に動きます。

左

右 後

前 下

上

●ダンパー付き丁番

●普通丁番

禁　止

前後の調整後は必ず、前後調整ねじをしっかりと締める（丁番共通）
ゆるむと扉がはずれて落下し、けがをするおそれがあります。

丁番の調整に電動工具を使用しない
破損の原因となります。扉が使用中に落下して、けがをするおそれがあります。プラスドライバーを手で回し
てください。　

必ず実行

上下の調整後は必ず、上下調整ねじをしっかりと締める（ダンパー丁番のみ）
ゆるむと扉がはずれて落下し、けがをするおそれがあります。必ず実行

注　意

前後調整ねじベース

左右調整ねじ

アーム

上下調整ねじ

各部のなまえと仕様の図を参照し、調整方法を選択してください。

① ② ③
差す 奥まで差す

抜く

■コンセント　回転式
差す (　　)ときは電源プラグを軽く差し込んでから右に 90 度回して奥まで差し込みます。
抜く(　　)ときは電源プラグを持ち、真っすぐに引っぱります。

右に
90度回す
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鏡のお手入れ方法
長く性能を保つために、安全上の注意をよくお読みになり、こまめなお手入れを行って
ください。
●汚れガード仕様（MML450N および MML600N の幅 450mm の鏡）の鏡が汚れた場合は下記のように
お手入れを行ってください。

①無色透明の中性食器用洗剤（アルコール成分を含まないもの）を水で 5倍に薄める。
②やわらかいきれいな布に①を含ませ、軽く拭く。
③コットンに①を含ませ、汚れの部分に貼り付け、その上をラップで覆う。
④約 1時間程度放置したのち、ラップ、コットンをはがす。
⑤やわらかいきれいな布を水に濡らして、固く絞り、やさしく洗剤分を拭き取る。

※汚れが取れるまで、②～⑤を繰り返してください。
※毛染め液やうがい薬などの色がつくと取れませんが、①～⑤の手順をお試しください。
時間の経過や着色の量によっては取れることもあります。

●汚れガード仕様以外のミラーは一般的な鏡を使用しています。汚れた場合は下記のようにお手入れを
行ってください。

①無色透明の中性食器用洗剤（アルコール成分を含まないもの）を水で薄める。
②やわらかいきれいな布やスポンジに①を含ませ、軽く拭く。
③やわらかいきれいな布を水に濡らして、固く絞り、やさしく洗剤分を拭き取る。
④乾いたやわらかい布で水分を拭き取る。

汚れガードについて
●仕組み 

鏡の表面に樹脂膜をコーティング加工し、空気中
の水分を吸水することによって、くもりを抑えます。
※一度に大量の水蒸気に当たった場合、一時
的にくもります。

禁　止禁　止

鏡にドライヤーの熱風を直接当てない
変色する場合があります。

鏡に吸盤やシール、ジェル状の装飾品
等を貼らない
変形、変色、着色したり、粘着剤により、くもり
止め効果がなくなります。

禁　止

鏡にうがい薬、毛染め液、化粧品など
が付着したら、濡れタオルですぐに拭き
取る
くもり止め効果の低下や変色、変形の原因になり
ます。

鏡の表面を強く拭いたり、こすったり
しない
鏡の表面が傷ついたり、樹脂膜がはがれる原因に
なります。

注　意

鏡うら側

鏡おもて側

樹脂膜

水分

鏡
端部の凹凸端部の凹凸

●端部の凹凸

鏡の表面にコーティング加工されている樹脂膜
により、ミラーの端部は凹凸形状になっています。
※端部の凹凸により、鏡像が歪んで見えること
がありますが、製品不良ではありません。

必ず実行
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いつまでも美しさを保つために、安全上の注意をよくお読みになり、こまめなお手入れ
を行ってください。
●掃除をされるときは、うすめた中性洗剤（アルコール成分を含まないもの）をやわらかい布や
スポンジに含ませてよく絞ってから、軽く汚れを拭き取ってください。残った洗剤分は固く
絞ったやわらかい布で水拭きし、最後に乾いたやわらかい布で水分を拭き取ってください。

●水、洗剤、化粧品（特にクレンジングフォーム、除光液、整髪剤）、うがい薬などが付着した場合、
すぐにふき取ってください。これらを棚に置く場合は、容器の底をよく拭いてから置いてくだ
さい。木部が変形、変色を起こす原因になります。
●極度に湿度の高い所で使用しますと製品の劣化を早めますので、常に換気を心がけてください。

●使用する薬剤、洗剤類はかならずそれぞれの注意事項に従ってください。

故障かなと思われることがありましたら、修理を依頼される前に次のことを調べてください。

故障かな？と思ったら

このようなときは

扉のがたつき

扉のずれ

確認するところ 処置の方法

丁番のねじ
ゆるんでいる場合はねじを締めつけてください。部品が
破損している場合は使用せず、直ちに修理を依頼してく
ださい。

丁番 P4の調整方法にしたがって、調整してください。

照明が点灯しない

コンセントが通電しない

停電 復旧されるまでお待ちください。

ブレーカー ブレーカーを落とした原因を取りのぞいた後、入れ直して
ください。または電気工事店などに相談してください。

LED照明ユニットの寿命 LED 照明ユニットの交換を行ってください。交換の際は
弊社お客様サービスセンターへご相談ください。

停電 復旧されるまでお待ちください。

ブレーカー ブレーカーを落とした原因を取りのぞいた後、入れ直して
ください。または電気工事店などに相談してください。

コンセントのがたつきや
ゆるみ

直ちに通電を停止し、弊社お客様サービスセンターなどに
相談してください。

禁　止

故障したままで使い続けない

故障したまま使い続けると、火災、感電などの原因になります。直ちに使用を中止し、お買い求めの販売店、
取付店またはアサヒ衛陶㈱お客様サービスセンターに連絡してください。

注　意

キャビネットのお手入れ方法



保　　　証　　　書

ミラーキャビネット

保証期間
品　　　番 期  間（据付け引渡し後）

１　年　 間
据付け引渡し日 　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日

お客様
ご住所：
お名前：

：話電

：話電

大阪府大阪市中央区常盤町1丁目3－8
中央大通FNビル10F

〒540-0028

上欄に記入のない場合は、無効となりますので、必ず記入の有無を確認ください。
《無料修理規定》

１．取扱説明書・本体貼付ラベル等の注意書に従った使用状態で、保証期間内に故障した場合に無料
修理をさせて頂きます。
（イ）無料修理をご依頼になる場合には、お買上げの販売店または取付店、またはアサヒ衛陶

㈱お客様サービスセンターにお申し付けください。
（ロ）出張修理に際しては本書をご提示ください。

２．保証期間内でも、次の場合には原則として有料修理になります。
（イ）使用上の不注意、過失による不具合および不当な修理や改造、分解、破壊行為による故障

および損傷。
（ロ）正しい施工がされなかった時。
（ハ）お取付後の移設、輸送、落下等に起因する故障および損傷。
（ニ）車輛・船舶等に搭載された場合に生じる故障および損傷。
（ホ）建築躯体の変形など製品以外の不具合に起因する当該品の不具合。
（ヘ）  火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変および公害、塩害、ガス害（硫化水素ガス等）、

煤煙、砂塵、金属粉、凍結、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周波数）、CISPR（国際
無線障害特別委員会）規格外の特殊ノイズ等による故障および損傷。

（ト）離島または離島に準じる遠隔地へ出張修理を行う場合の出張に要する実費。
（チ）表面仕上げまたは消耗品類（電球）の経年劣化や使用に伴う汚れ、摩耗劣化、さび、カビ、

色褪せ等による変質、変色等の不具合。
（リ）通常のお手入れ不足による不具合および使用禁止薬剤の使用等適切な維持管理がなされな

かった場合。
（ヌ）水道管の鉄さび、砂、水あか、ぬめりが固着したことによる不具合。
（ル）  一般家庭用以外（例えば業務用等）に使用された場合の故障および損傷。
（ヲ）自然環境や住環境に起因する結露、染み出し、カビ等の現象。
（ワ）結露に起因する電気回路部の故障
（カ）  他社製品に起因する故障および損傷
（ヨ）本書のご提示が無い場合。
（タ）  本書に据付け引渡し年月日、お客様名、販売店または取付店名の記入の無い場合、あるいは

字句を書き替えられた場合。 

３．本書は、日本国内においてのみ有効です。

４．本書は、再発行致しませんので大切に保管してください。

＊この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理をお約束するものです。
したがって、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。
保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、｢取扱説明書｣に記載のお客様サービスセンター
にお問い合わせください。

住所：
店名：

販売店
または
取付店
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保証書と保証期間について

保証書は、販売店又は取付店で所定事項を記入のうえ、お渡しいたします。
記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

保証期間は、据付け引渡し日から 1 年 間で す。

保証期間内でも有償になることがありますので、保証書の記載内容をよくご確認ください。

補修用性能部品の保有年数について

ミラーキャビネットの補修用性能部品（商品の性能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち
切り後 6 年です。なお、補修用性能部品の保有期間内であっても、商品によっては代替品にて対応させて
いただくこともありますのでご了承ください。

部品の交換について

無償修理により交換された部品・製品は、アサヒ衛陶㈱の所有となります。

修理を依頼されるときは

もう一度、説明書をよくお読みいただき、それでもなお異常のある時はお買い求めの販売店、取付店、また
はアサヒ衛陶㈱お客様サービスセンターに修理をご依頼ください。
※修理に際しては保証書が必要となります。保証書の規定に従って修理をさせていただきます。
※ご連絡していただきたい内容
　①住所、氏名、電話番号　
　②商品名　
　③品番
　　（F☆☆☆☆ラベル・検査証に記載されています。）　
　④据付け引き渡し日が記入された保証書の有無　
　⑤故障内容、異常の状況
　　（できるだけ詳しく）

保証期間が過ぎているときは

修理をすることで使用できる商品については、ご希望により有償で修理をさせていただきます。

※修理代金は 技術料 部品代 出張料 で構成されています。

Ｆ☆☆☆☆ラベル・検査証
（キャビネット内の右側面
　に貼付）

アフターサービスについて


